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教育実践総合センター紀要鋪１８号２０１１年３月

大学教育におけるライフセービング教育プログラムの

開発と実践効果

真栄城勉へ和、太志Ｂ

Thedevelopmentandthepracticeeffectofalifesavingeducational

programinuniversityeducation

ＭＡＥＳＨＩＲＯＴｕｔｏｍｕＡ,ＷＡＤＡＴａｉｓｈｉＡ

実習では,シュノーケリングスキルのマスターと

救助法ならびにライフセービング教育の知識と技

術を習得した上で,附属小学校で実施される自然

体験学習の学習支援を行うことを主要なテーマと

した。学生には.児童のシュノーケリング体験中に

おけるマリンバトロールを体験する前に今lnl開発

したライフセービング教育プログラムを受講させ

た。本稿では.開発したライフセービング教育プロ

グラムの内容と実践プログラムで得られた指導の

効果と課題について報告したい。自然体験活動や

海洋スポーツの愈要性が指摘される中,体育・ス

ポーツ指導者養成をねらいとする本コースの「社

会体育指導実習」におけるライフセービング教育

プログラムの点検・評Iilliを行うことは意義深いこ

とであると考える。

１．はじめに

小峰（2008）は,体育・スポーツ系大学における

Li(esaving教育の体系化を試みる１１'で.「大学ＬＩＬが

レスキューや救命,小故防''二の大切さについて学

び社会へでたとき.スポーツ指導者は子どもたち

への運動の楽しみと共に.安全やﾘﾄﾞ故lhlj止教育を

行うことが可能になる」と主張している。また,そ

のことが,現代の子どもたちの中で希薄になりつ

つある.命の重さや大切さ,思いやりの心といった

生命の尊厳を考える機会の創出」に連動するとも

いっている｡体育・スポーツ系大学のめざす｢Lue‐

saver」は.｢水辺の利)|]者自身による安全の自律」

｢溺れさせない,けがをさせないための教育とリス

クマネジメント」．「事故を防止するための積極的

なレスキュー」を心がけ,Lifesavingの実践を奨励

している。

琉球大学生涯健康教育コースにおいては,スポ

ーツ指導者の養成段階において「スポーツ指導の

体験活、jを通して,子どもたちとふれあい子ども

理解のなかで実践的指導力の基礎を身につける」

ことを目的に,｢チムどんどんスポーツ教寵」(2007

～2008）や「美ら海キッズ教室」（2009）をＲＳＬＣ

(RyukyuSportsLifeComyunication）との協力

連携事業を展開してきた｡当コースにおける｢社会

体育指導実習」授業のねらいは,生涯スポーツの現

場においてその職場の責務と役割を理i解した上で

その対象者とのコミュニケーションを通して,将

来指導者となるための体験を積み,指導者として

の基礎的能力と資質を培うことにある。本年度の

2．研究方法

調査方法：質問紙法によるアンケート

調査対象：

本研究における対象者は,2010年前期に｢社会体

育指導実習」を履修した学生１０名と「海プロジェ

クト!÷1主講座」（１１本財団助成事業)の受講生７名，

計１７名であった。

調査期間：

２０１０年５月７１］（事前）および７)］ｌ８Ｌｌ

学内にてuljH回収

調査項目：合計25項目

１）知識の熟知皮

（リスクマネジメント,水辺での救助技術,救命救

＊琉球大学教育学部Ａ，琉球大学教育学部特命研究lｌＢ
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第７回６/２１シユノーケリング実習・水中自己

防衛術・救命技術

第８１回１６/２８シユノーケリング実習・水中自己

防衛術・救命技術

第９１両１７/５海洋研修（前、岬）

急,応急手当.海に対する自己能力の５項目）

２）実践の自信度

（リスクマネジメント.水辺での救助技術.救命

救急,応急手当,海に対する自己能力の５，m目）

３）身体能力の自信度

（力,スピード,機敏性,柔軟性,忍耐力の５項11）

４）泳刀を含む能力の日傭度

（チームワーク，「浮く」，「泳ぐ」，「息I1zめ」．

水辺でのコミュニケーション能力,「バドル」

水I1iでの自己防衛.ロープワークの８項目）

５）海を活j11した教育活動の重要性１項lE1

６)海を活11]した教育活動実践への自信度１項目

結果の集計・分析：

知識に関しては，「全く理解していない」（１

点）［理解していない］（２点），「どちらともい

えない」（３点），［理解している］（４点）．「光分

に理解している」（５点）の５件法によ}〕自己評

定を対象者に求めた.自信度に関しては,「全く

自信がない」（１点），［自信がない］（２点），「ど

ちらともいえない」(３点),［自信がある］(４点)，

「大いに自信がある」(５点)の５件法により|ﾖ己

評定を対象者に求めた。結果については,平均値

（Ｍ).標準偏差(ＳＤ）を算出し対応のあるｔ検定

を行った｡分析には,統計解析プログラムPASW

Statisticsl8fOrWindowsを使用した。

海プロジェクト日'三講座カリキュラム

●金嘘ＩＬ１１眼目（90分）（教育学部保惟ｋ

体育科学生が主）

第１回５,'７オリエンテーション

第２１，１５/１４リスクマネジメントの基本的な考

えと水辺におけるリスクマネジメント。監視とは

(方法とfW意点：スキャニング）

第３回５/２１海の知識,海洋危険生物と対処方

法

第４回５/２８救急法（心肺蘇生法）

第５回６/４水中自己防衛術,簡単なレスキユー

テクニック（トーク・リーチ・スロー・ウェイ

ド).器具を使わない水中でのキャリー.フィットネ

ス

第６回６/１１身近にあるものを利１Ｍしたレスキ

ュー（ペットポトル.ロープワーク）．レスキュー

チューブを利１１)したレスキュー（意識有無），フィ

ットネス

第７１Ｉｊｌ６/１８レスキューポード体験（パドリン

グレスキュー）．レスキューチューブを利１１Ｉしたレ

スキューの応用生体への心lilj蘇生法（逆流の対応

と'''１後体位）．フィットネス

第８１，６/２５シナリオレスキュー,フィットネ

ス

第９回７/５海洋研修（真栄mllllll）

3．結果および考察

3-1-1ライフセービング教育プログラム

社会体育指導実習カリキュラム

●ｋｌ鵬|］２眼目（９０分）（教育学部生涯

健康教育コース学生が主）

第１回５/１０オリエンテーション

第２１１１１５/１７リスクマネジメントの基本的な考

え方と水辺におけるリスクマネジメント

節３m１５/２４海の知識,海洋危険生物と対処方

法

第４１１１’５/３１救急法（心肺蘇生法）

第５１口１６/７シュノーケリング実習・水'１１目

LL防衛術・救命技術

第６回６/１４シュノーケリング実習・水[lj1fl己

防衛術・救命技術

3-1-2ライフセービング教育プログラムの内容

プログラム内容は.「海やプールでの救助技

術｣｢If1己を起こさないための危機管理術｣｢救

命・救急法全般」を中心に,日本ライフセービ

ングM1会（JＬＡ），ウォーターリスクマネジメ

ント協会（ＷＲＭＡ）．１１本水泳場安全協会

(JＡＳＡ）,国際救命救急協会（ＩＥＭＡ）,アメリ

カ心臓協会（ＡＨＡ）の講習内容を参考にして

和田が作成した。
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3-1-3テキスト「海浜活動基礎マニュアルＩによ

る知識習得

(Ａ）リスクマネジメント：危機管理意識の櫛築

(Ｂ）海の知識：波・流れ・潮汐

(Ｃ）救急法とＡＥＤ

(Ｄ）応急手当の基本と海の危険生物

(Ｅ）レスキューテクニック

【テキスト概要】

(A）リスクマネジメント：危機管理意識の構築

☆リスクマネジメントとは：安全を確`保する為，

システムを構築し人的能力と技術を活用したより

効果的な方法により,未然に予防策を講じる.若し

くは事後速やかに対処する覗。

☆リスクそのものを管理する「プロセス」

「もしも」を起こさない→「事故」の防止

「もしも」が起きた時に何をすべきか→｢悪化｣の

防止

☆水辺では,ウォーターリスクマネジメント（水辺

に特化したリスクマネジメント）を遵守する：

☆リスク＝事故に適遇する可能性

☆リスク発生の仕組みＬｌＩｉＭ〔発生のり|き金

☆海・水辺で考えられるリスクとは？

海・水辺で考えられる危険因子

人的側面からの危険因子

☆リスク管理の３原則

阻害要１大|の検出危険性の認識リスクの分散

☆リスク発生時の壜事故を未然に防ぐための３要素

回避（Avoid）コントロール(Control）iill除

(EIiminate）

☆リスク削減のための３力法

知識（Knowledge）

能力（Ability）

技術（Technology）

☆リスクマネジメントのプロセス

（危険察知→リスク管理→防止または軽減方法

の選択→実行→管理と評lIn）の術環

セフティリスクマネジメントの４ルール

☆バザードチェツク（当}1までに確認すること）

●現場海域の状況

□地形や水深（ﾆﾄ潮・満潮時の状態）

□流れの有無と速さ

□危険地帯等

（海藻等で足が絡まりやすい.水底に岩がごろ

ごろしている.航路付近・ブイやロープ,網等体

に絡まりそうな物体の有無等）

□危険生物

□水質（透明度等）

□水底(リーフ・サンゴ・岩場・ヘドロ・・・等）

●参加者の能力

□参加者個人の能力は十分か？

□現｣跡の海況に対して

（年齢・性別・泳力・心肺機能・知識レベル・

技術レベル・経験pIftれ・モチベーション等）

□当'1の健康状態・ネi1i神状態

●指導者の能力

,。引率・指導:昔の能力は十分か？

□「もしも」が起こった場合の(iiiえ「知識・技術・

心櫛えは十分か？

●自然状況の確認

□天気予報

。降水確率

□気iｌｉｌ（１日の変化も合わせて）

□紫外線の強さ

□波の高さ

□風の強さと|次ぐ方向

．潮ⅣjlI)の１Ｍ認（干潮・満潮の時刻）

●緊急時に備えて

□緊急時の対応マニュアルの作成と周知

□搬送経路の確認

□搬送先の確認

□避雌場所の確認・確保（地礎・津波等の災害に

備えて）

□救護場所の識置・碓認

□必要な資器材の確認（救急縮・ＡＥＤ・感染防

止Ｎ１ｊＬ・タオル・毛布等）

＊資器材について,施設にあるものかⅢ意すべき

ものかは要確認

□使川Iする資器材のチェックも忘れずに’１
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~～...･田造

iツヤ銀 ～。

(B）海の知識：波・流れ・潮汐

●波とは：水而（海iiii川而）の上~｢運動（＝エネ

ルギー）が伝わる邪，

発生原因によって大きく３櫛類に分けることがで

きる。

●風浪：風によって(|ﾐじる。

風が吹〈強さ風が吹き渡る距離

風が吹いている時'''１

●潮汐波：ilWIの千iiMiによって起こる。

●津波：地腰などの地殻変動によって起こる．

●砕波：波（うねり）がその形を維持できずに前

力へと崩れている状態。

種類：崩れ波巻き波砕け寄せ波

海底の地形の影響で波の崩れ方は変化する。

●カレントとは：潮（水）の流れのＩｊｌｏ

リップカレント：海岸からii1l1に向かう.速い流沁

リーフカレント：リップカレントの一種で,珊瑚

礁等の海底榊造物がある海域で発生する流れ

＊i1ll縄では特にリーフカレントに注意が必要であ

る。

●潮汐とは：月や太陽の起潮力の影騨によって，

海iHiが周期的に昇降する現象。

水位が極大のときを満潮（満潮），極小のときを干

潮（低潮）という。

満潮と干潮は.およそ１日に各２回ずつ起こる。

＊iIl1縄では,大潮だと朝と夕方（夜）が満潮で仕間

が|潮となる。

小潮の日は,逆に昼が満潮で朝と晩が「潮になる

が満潮でも水位は低い。

潮汐の影騨

水深の変化：潮回りによって.１日の'''1で水位が変

化する。

満潮にliqかう潮：上げ潮

:「潮にIiUかう潮：下げ潮

流れの発生：大城の水が動く為に流れ（潮流）が

発生する。

地形の確認：水深の変化によって.普段気がつか

ない深みにはまってしまう。

＊i1lI細では暗礁などにも注意が必要である。

(Ｃ）救急法とＡＥＤ

☆救命の連鎖

救急Ⅱ|〔要請から到着までの平均所要時1111：'三｜

本・・・約７．７分

呼吸悴I|ﾐからの生存率：３分：７５％４分：５０９６

５分：２５％（ドリンカーの生存1111級）

☆心ｉｉｉ蘇生の[|的：「社会復帰」

生命柄動・意識活動の源は「脳」：（約４分で脳の

ＡＴＰはゼロになる）

心停I上→全身（特に｜脳j）エネルギー源の供

給停止→脳死

人[]呼吸・・・体内に酸素を取り込む

胸骨圧迫・・・全身（特に「脳』）に1m液を送る

☆『DＲＡＢＣＤｊ（ドクターＡＢＣＤ）

Danger：周囲の安全を確認。

’二|分・周囲の人・状況・傷病者

Response：意識の確認。呼びかけ・

痛み刺激反応無→１１９番・ＡＥＤ

Ａｉｒｗａｙ：気道の確保c頭部後屈・顎先挙上法

Ｂｒｅａｔｈｍｇ：呼吸の確認

「},しる．開く.感じるｊｌｌ乎吸無

→２回の吹き込み

Compression：１１能であれば頚動脈触診で脈の確

認。
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脈が無ければ30:２（胸骨圧迫：人口呼吸）

胸骨圧迫はｒ強く・早く・絶え間なく』

DeHbrillation:ＡＥＤを装着。必要があれば除細動。

☆ＡＥＤの使用法

☆ＡＥＤのポイント

パツドの位置（基本）：胸部の右鎖骨下と左ﾘﾙ下５

～8ｃｍ

水：傷病者が水に沈んでいる,もしくは水で胸部

がぬれている場合はショックは行えない。水から

ﾘ|き上げるか.胸部の水を拭き取った後にパッド

を貼る。

薬剤：（貼り付けてあるもの)パッドを貼ろうとし

た場所に,貼付薬剤がある場合は，はがして場所

を拭いた後パッドを貼る。

ペースメーカー等比胸部に盛り上がりが確認でき

る｡盛り上がっている部分から約２．５ｃｍ以｣Z離

した場所にパッドを貼る。この場合片方のパッド

が心臓を中心に(立体的に)対角線_上に心臓を挾む

ように貼りなおす。

体毛：カミソリで体毛を剃る。予備のパッドがあ

ることを確認し,パッドをしっかり押し付けた後．

勢いよくはがして胸毛をはがし,新しいパッドを

貼り付ける。

胸部とパッドの間に隙間を作らないことが大事。

金属性のアクセサリー類：２枚のパッドの対角線

lとに位微しないようにする。

１kむを得ない場合は取り外す。

(Ｄ）応急手当の基本と海の危険生物への応急手当

☆応急手当：負傷者や急病人を医師等に引き渡す

までの間に症状を悪化させない為に一般市民が

行う一時的な措置。

☆救命処置：’'11m法や心肺蘇竺'2法は応急手当の111

に含まれるがより緊急'性が高い為.救命処置とし

て区別されている．

☆応急手当の基本

☆応急手当を行う際の原則

・二次災害のliljl上：傷病者と救助者自身の安全の

確保。感染症等

・傷ｿiii者の|iTI葱を得る。意識が無いなど直ちに手

当てが必要な場合は手当てを優先。

・医療行為の禁止：診断行為医薬品の使用死

亡判断等

・守秘義務：傷病者のプライバシーに関ることを

口外しない。

☆バイタルサイン（呼吸・脈・血圧・体温）のE1i：

認：ＪａｐａｎＣｏｍａＳｃａｌｅ

☆呼吸の確認：分間の呼吸数とその深さ,リズム

等を観察。異常な呼吸例。

類１１乎吸：２４１１m/分以上徐呼吸：１２回/分以下

☆脈の確認：１分間の脈拍数とその強弱.リズムを

観察に，

脈拍は.運動や発熱,薬などにより変化する。

☆成人に対するＣＰＲと

AED手１１１ｍ

☆小人に対するＣＰＲと

ＡＥＤ手Ｉｉｌｍ

☆乳児に対するＣＰＲと

AED手111N

成人に対するＣＰＲ実刊 乳児に対するＣＰＲ実習

－９１－



3-1-4シュノーケリングスキルの習得成人の基準値（ＷＨＯ）６０～８０回/分

☆体温の確認：体MUIは,視床|､部にある体Mii11I枢

によって一定に保たれている。

成人の基準{ｌｆｉ（ＷＨＯ）36.5～37.0℃

☆処置の基本：コミュニケーション.シンプルシ

ョックの除去

☆海の危険ﾉﾋ物への応急手÷'１

ハブクラゲの応急手当

カツオノエポシの応急手当

イソギンチャクの応急手当

オコゼの応急手と１１

オニヒトデなどの応急手当

ヒョウモンダコの応急手当

基礎練習

(1)マスク・シュノーケル・フィンの装着方法。
二
(2)シュノーケルでの呼吸法・シュノーケルクリ

ア・マスククリア・フインの使い方。

③シュノーケルセットで０の泳ぎ方・立ち方な

ど゜

３点セット

に）レスキューテクニック

マスクのかぶりノノ

口の形「アー」☆レスキューの原則

☆レスキュー方法の分類

☆トーク（Talk）:陸上から声をかけ,安全な場所へ

と誘導する方法。

☆リーチ（Reach）：陸上から,救助者の手足もしく

は長い棒などを溺者へ差し'1)して救助する方法。

☆スロー（Throw）:陸上から,浮力のある物等を溺

者へ投げ入れて救助する方法。

☆ウェイド:足が届く水深で救助者が歩いて近づ

き.救助する方法。

☆ロウ（ＲＯＷ）：ポートやボード（サーフボード・

レスキューポード等）を使用して救助する方法。

☆スイム(Ｓｗｉｍ):泳いで救助する方法救助者自身

の安全を確保する為レスキューチューブ等の浮

力のあるものを使用することが望ましい。

口の形「イー」

口の形「ウー」

－９２－



☆ヘッドファーストダイブ（ジャックナイフダイブ）

目論旨ﾃﾞ塁一一

☆マスククリア

－９３－



☆ シュノーケル海洋研修

事前確認 :①バデイシステム･水中サインの確認C

(参フィールドの特性 (リーフカレントの発生箇所など),

危険な海洋生物等の説明｡

(彰サンゴ類の保護･海洋生物の保護などフィールドの環境

保全についての説明｡

恩納村.fi.柴田岬 での海洋研修 (i)

恩納柑真栄LH岬での海洋lli別宴 (2)
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3-1-5 ライフセービングスキルの習得

☆ 水中自己防衛術

誓 i l .:. t lt . I -..適 ト一% i

☆ 簡単なレスキューテクニック (トーク･リーチ･スロー･ウェイド)

☆ 身近にあるものを利用したレスキュー (ヒューマンチェーン,ロープワーク)

☆ 器具を使わない水中でのキャリー
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☆ フィットネス

水中での人工呼吸

水中でのキャリー
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☆ レスキューチューブを利川したレスキュー(意識札 無)

☆ レスキューボード体験 (パドリング.レスキュー)

☆ シナリオレスキュー
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3･ト6 ウオーターパ トロール体験

2010年 7月 8日 (木)-10日 (日)凍嘉欺島 国立青少年交流の家

表 1 日程表

初 日 2日目 3日目

午前 パ トーロール体験 Ⅲ パ トーロール体験Ⅳ

午後 パ トーロール体験 Ⅰ パ トーロール体験Ⅲ

基本的に海洋研修プログラムは,附属小学校の (表 1参照)なお.夜間は.スタッフミーティングで

｢かがやけ !宿泊体験学習｣(渡粛敷島)のプログラ 幣質向上に資するためのふりかえりを行った｡

ムであるマリンタイムに対応する形で構成したC

入水前の安全確認 全体指導
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装備の確認

泳力のない児発へのサポート

隊列指導と安全監視
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Lへ ＼ l

不安感を持つ氾蛍への声かけとサポート

パデイチェックと隊列指導

-100-



マリンパトロール体験後のミーティング風景

守 :阿 Il:.lii.ii.:=.転 忘 ≡ i l■ 清

盟 _ぽ : -gS

i ■ ■ 』 - 岳.I ･章一t =' .〟.I∴ _ .I.-･･･… I.i-5Sm ､p=･!

㌦ LJ L 胤

夜のミーティングでの省察 (振り返り)
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海上レスキュー訓練

学生ライフセーバースタッフ
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3-2 成果

ライフセービング教育の指導効果について学生

のアンケー ト調査 (事前事後の比較)と海洋研修の

振り返 りシー トから成果をまとめた｡

31211 ライフセービング教育の指導効果 1

(学生の意識の変容 :事前 ･事後調査)

(ア)知識に関 して

衷2 -9:tH諦如二側 しての排併収

+tf 8tL
匁nr=尻しての8桝丘 tJ.SD
リスクマネジメントにTqして 153 0.61
致命救急にrnして 1 3̂7

笠 蒜 . ｣ 二還

0.71

0.74

063

083
(Pl=15) ●●●<0.tp1 ●■PくOl●Pく05

知識のJi'=iHは,講義内容で主なテーマにした ｢リ

スクマネジメント上｢水辺での救助技術｣,｢救急

救命｣.｢軸の知識｣の5項目である(,｢応急手当｣

有意にJ.回った｡4項目において.知識 ･理解が深

められたと解釈 される･J.

ライフセービング教育から事故防｣卜を考えたと

き,｢リスクマネジメン トJや ｢水辺での救助活動｣

の知識を習得することは短期間で威光 も得やすい

テーマともいえよう｡

(イ)実践にあたっての自倍皮

衣3 実践にあたってのr1倍度

+T3 事tL

Ⅱ実漣にあたつての白匂正
リスクマネジメントにhCして

水辺での救助技術にWして

放血救急に附して

～
I)3
153

240

:B十:i,-ト!.?i,

::I:::三1

ヲ31 072
531 oi)3

_wio74
471 099

t■｣二重_i:T
-84111.+
-7.1D7 ■■●
-337l ++

-2358 +

-5527i ◆'･

(N=15) ◆･◆<0.001 f●P(01･Pく_05

知識に加えていざ事故に遭遇 した際の具体的な

救助や救命i舌動の技術を維持 してお くことは.教

r;il1-やスポーツ指導者をl三l指す学生たちには必要不

rlJ一欠な要素であるC 児荊!l:_従の命を:)･i'(:かる立場で

あ り.人 きな17什を伴 う立場にたつ砕験 をするな

かで安全教育.事故防止教育に資する能力を高め

ることは敦Lii養戒の｢卜でもっと垂-rA'･祝 されて しか

るべきものでもある｡

今回の朋査結果から.｢リスクマネジメント｣.｢水

辺での救助技術｣.｢救急救命｣,｢応急手当｣.｢梅
に対する自己能力｣の全 5項 目おいて,事後の紙粟

が事前の結果を有意に上回った｡このことは,参加

した学生が,ライフセービング教育プログラムを

体験 したことで.救助活動や救命活動に自信をつ

けたことを意味するこ)体育教師やスポーツ指導者.

健康運動｣Iをめざす学生 らに知識 ･技術,その重

要性を[･i三えることで,救命を基礎にした ｢生命の錐

厳｣純に逝づいた教育的価値観の深化も期待でき

るであろう｡

(ウ)[･'-l身の身体能力について

表4 身体能力についての自信度

EEi,件tt力についての自店丘
-

2

3

-I

r力(Strollrth)Jについて

rスピード(SPel)JJJ

r也tl･位払稚くAJility)J

r垂拙性(FIJIもE'ty;J

5 rおil･持久九EndJranCe:J ･-_oL3_q -06-1垂
:N=15) .P(05

海洋スポーツは.常に危険を伴ってお り.どの レ

ベルで行える体力なのかを知ってお くことは.撫

坪だと判断すればやめる勇気を持つことにもつな

がる｢,ライフセービング活動においても.泳力に限

らず ライフセー ビングのための体力が要求 され

る｡今1日Iのプログラムでは.泳力強化や救命活動の

ための体力強化 を試みたプログラムも企i軸した

が,｢柔軟怖 くFlexiblity)｣を除いて身体能力の向上

があったとは学生は考えてない｡実施 トレーニン

グプログラムの再検討が必要であると考える.二,

(エ)救命活動能力について

表5 救命活動能力の自信度

Ⅳ救命浩h枕力についての白t3J2
l:チームワークについて

2 r浮くJことについて

3｢泳ぐJ=とについて

sp_t:i.†･*_･,
064 -2.149 .
099. -D_533 +

317 108 373 0 96

4 rB止めJについて 313 083 310 日2

5 (水辺:.コミュニケーション能力 333 090 387 083

L TN 'ル｣(=ついて

三j

r(水中での)自己防衛j

tE)-プワークJについて

-1.293

-1.075

-2779

-6325

-Jl026
-4.29a

●

++I

◆●●

l●●
(N=15) ●事●く0001 ◆･Pく01■P<.05

海洋スポーツを行 う者は.少なくとも上記 8項

目を身につけてお くことが望まれるOこれらの項

目は.救命活動においでも必頂 とされる技術であ
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る1,今回のプログラム実施後 ｢チームワーク｣.｢浮
く｣.｢水辺コ ミュニケーション能力｣.｢パ ドル｣.
｢水中での自己IyJ一徹-)JJ,｢ロープワーク｣の 6項 l]

において参加者の自信度が有意に高まった｡ 息止

め.泳力の自信度は深めることがで きなかったの

で,次回の課題 としたい｡

(汁)海を活用 した教育活動について

衷○ 海を活用 した教育活動の自信度

rカJを活用した鞍可盾Ln=ついJELl
:⊥≡:≡:…≡::≡… 一昔 て::

(N=15).+P(.01IPく.05
梅津教育活動の並要さに関 しては,｢特に必要な

い｣(1点).[さほど重安でない](2点).

｢どちらともいえない｣(3点).[重要ある](4点).

｢大変J,lliJ.要である｣(5点)の 5作法により仁t己評定

を対象者に求めたC 結果については月三均佃 (M).

標準偏差 (SD)を算出し対応のある t検;izを行っ

た｡

L対比の生涯スポーツ ･レジャーに関する側心は

非′i;(;に高 く.水辺i-lrl･勅 としてのマ リンスポーツも

高い人気を得ている状況 下にある｡学校における

東川宿泊行邪や体育学習などでのマ l)ンスポーツ

の導入も試み られて きてお りその活動の苑要性に

ついて対象者の意識を問うた11'i目である｡甘 い 海

教育活動はとても相葉であるとの判断にヨ至ってい

ることがわかった.)事前事後とも共に高 い平均値

を示 し.有意な差は見られなかった｡

;･Jik命活動を実践するにあたつての自信雌に関 し

ては.｢全 く自イ言がない｣(1点),[自信 がない]

(12点).｢どちらともいえない｣(3点).[自信があ

る](4点).｢大いに自信がある｣(5点)の 5件法

により自己評定を対象者に求めた｡結果について

は.:1;･均値 (M).隙準偏差 (SD)を算出 し対応のあ

る t検定を行った｡

体育教師やスポーツ指導者 として｢海｣を活用 し

た教育実践やプログラムの迎常にどの樹立の自信

の深 まりがあったのかを探るために最後のJltiElに

採用 した,その実践するにあたっての日掛 壁は有

意にLlf.3まってお り.今回のプロク'ラムの有効性 を

導 き出しているともいえる｡

3-2-2 ライフセービング教育の指導効果2(ウォ

ータ-パ トロ-ル体験の塀 り返 り)

｢海を活か した教育｣を推進するうえで必要 とな

る人材 を育成するため._Ll-A.涯健康教育コースと保

健体育科恥修の学生 を対象として海の知識,海辺

での救助技術,救命技術.ライフセービングスキル

などを習得 させてきたoこの体験研修では,附吊小

学校の海洋研修(シュノーケリング研修)を活用 し

てウオーターパ トロール体験で習得 したスキルの

実践能力を高めることを巨川tJとしたO参加者のウ

オーターパ トロール体験の振 り返 りレポー トから

どのような実践能力が高まったのかを探 りたい｡

研修 に参加 した学生は,その 日の活動の内容 と振

り返 りといった活動記録を背 くことが求められて

いた｡この7'11･動記録に基づいて,毎回実習後の夜の

スタッフ ミーテ ィングでlすf報の共有とインス トラ

クターか ら助言を得た｡この ミーティングで活動

の省察が行われ.実習後にまとめた形で レポー ト

として提出させた｡今回は.その代表的な声を紹介

したい.,

ウ オー ターパ トロール実習 レポー ト

(一部)

研修生 ANレポー ト

★課題 1★ ウオーターパ トロール活動について

のまとめ

1日目

1.パ トロール中,特に何に気を使ったか

･児垂の安全確認 (苦 しそう.疲れている子はいな

いか.〕バデ ィーが離れていないか｡

･児童への声掛け

･海中での進行方向

2.怖 さを感 じた瞬間,それはどんな時だったか

･児垂がバデ ィーがいないと普通に言っていたと

き｡

･バデ ィーの確認が唆味だったとき｡

･児童に抱 きつかれて.レスキューチューブを渡

したが,チューブが無かったら危なかったC

･児童が進行方向 とは違 う方向に進んでいたと

き｡
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3.良かったと思える点,反省しなければならない

点

く良かった点>

･虹蔽たち-魚を見るように促 した り.バデ ィー

がいるかどうかの声掛けをしっかり行ったこと.｡

･妃荊たちへのフォロー (泳ぐのか怖いという子

と一緒に泳いだりした)

<反省点>

･ペース配分

･苧_FI:.4人の辿携小足

4.次の日のパ トロール活動へ向けての課題

･ハンドシグナルを確認する｡

･児童たちを楽しませる｡

すなど)

5.その他,感じたこと,気づいたことなど

･海は意外に深 くて波がある｡

･児童の列が戊かったo

･児童たちにバディーの大切さをもつと感じてほ

しい｡

･児敢同士の接触や進路がずれるのは当たり前だ

とJil.って,対応する｡

2日目

1.パ トロール中.特に何に気を使ったか

･余裕を持つ｡

･コースが変わったことり

･班_員の連携

･子供たちの疲れ具合

2.怖 さを感 じた瞬間,それはどんな時だったか

･ウミヘビを見たとき=(危険な生物は身近にい

る)

･妃I-IiT:の列がつまって児'.I_lTt同士の接触があったと

き｡

･サンゴがいきなり近くにあって座礁 したとき()

3.良かったと思える点,反省 しなければならない点

く良かった点>

･児巾たちと交流がうまく持てた.

･児鵜が 1日よりも海に･trt.れていたC

･個人個人への対応
･銑員の連携が良くなった｡

<反省点>

･児童の列が長かった｡

･魚がいたら児童たちが.Jl二まってしまって列がつ

まった｡

･児垂たちがばらけるときがあった｡

4.次の日のパ トロール活動へ向けての課題

･次は戟終日だから比重たちにもっと楽しんでも

らって.自分たちも楽しむ｡

･児童たちの体調 を考慮 しながら無料をさせな

い(､

･最終Iコで:ほl:れや疲労もあるので.気を抜かないC

5.その他 感じたこと.気づいたことなど

･小学生は可愛い

･児童たちが疲れていても.どう盛 り上げるか｡

･昨日は 1人で泳げなかったイーが 1人で泳げるよ

うになっていたことが嬉 しかった｡

6.前日の課題は達成できたか

達成できた !

3日間のウオーターパ トロールを終えて

1.自信となった点

私はもともと泳 ぐのが得意ではなく,梅で泳ぐ

ことも久しぶりでした(,でも.プールや前日での練

'lPtを積みながら.スーツとマスクとフィンがある

ことで.泳ノJに自信がなくても泳ごうと思えば泳

げるのだなということを感じました｡さらに,自分

のことだけでなく児 -I赦たちの安全を守るとなる

と泳ぎは11JT:恵じゃないからということは軌jlにな

らず.むしろ児童たちl…l分たちのことを倍挿 して

締ってくれることを感 じると.粥任感が和 したよ

うに感じました｡

2.自分に不足していると感じた点

仁1分にイ;Jl王していると感 じた点はJy_1:.での反省

にも出たように余裕がなかったことですO小学生

たちにもっと余裕を持って揺することができれ

ば.もっと楽 しんで もらえただろうなということ

をとても感じました.｡この余裕のなさは.自分の泳

ノJに百倍がないということだけでなく.海の中で

いざという時に本当に助けられる自信がなかった

こともあるように思いますO実'lJ=IIJに向けて.救助法

も練習 してきたけど.やっぱり自信が持てていな

かったのかも知れないと思いました｡今回の海で
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の実習を俵会に自分の泳力や軸に関する知織や技

術をもっともっと付けていきたいと感 じました0

3.その他,感想

渡瀬敷島での実習を終えて.とてもIii･兎な経験

をすることができたと感 じています｡この授業が

なければ自分がシュノーケリングをする機会はな

かったのではないかとも思います｡この短期間の

桝で.自'Jiが成火 したと感 じたことや.まだまだ自

信が足 りない面がたくさん見えてきましたO成長

したと感 じたことは自倍に.不足 していると感 じ

た点は改善 していきたいと思い ました｡また.海に

問わる仕事は自分が思っていた以上に体力や気力

が必安だということも感じました｡

今ITiJのシュノーケリングの砕験を機会に.今年の

夏休みでシーカー ドを取得することを考えていま

す｡もしか したら.来年もこの授業に参加するかも

知れないので.それまでに自分の技術や知誠をつ

けていきたいと思います｡

★課題2★ 今回のような教育実践で,自分だっ

たらどうやって指導するか?

1.設'jE

lクラス40人として.今回のような海洋研帽で自

分がシュノーケリングの担当になった時に.どの

ような方法で安全を碓認 しながら小学生たちに体

験 させるかを考える｡

2.方法

①グループを泳力別で4つに分ける｡

グループ1:泳ぎが得意あるいは好 き｡(12名

くらい)

グループ2･3:やや泳げる｡泳 ぐのが苦手で

はないO(各 10宰l)

グループ4:泳げない｡泳 ぐことが苦手(8名く

らい)

⇒泳げる子はどんどん泳いでいこうとするし.泳

げる人同士ですす もうとするので.泳力別でグル

ープを組むようにする｡

･3各グループで本番に向けて泳ぐ&シュノーケリ

ングの練習する(,

⇒グループ4では一人ひとりの技術に考赦 しなが

ら補助をしていく｡

③各グループ内でバディーを糾ませる｡

±〉泳力が同 じくらいの人同士で組ませるのでノ〈

デ ィーがmf.れにくくなると考える｡

(弟海での実'ILPlの際は.各グループに補助員を4名

つける｡

⊃グループ 1は人数が他よりも多いが.泳力があ

る子たちであることを考慮 したC グループ4では

補助員が 1人 1ペアを見ることができるように考

慮 した｡

:15;jシュノーケリングのコースとしては.できるだ

け広い範問を泳がせるようにしたいo

研修生 ITレポー ト

★課題 1★ ウォーターパ トロール活動について

のまとめ

1日目

1.パ トロール中,特に気を使った点

今[=ま初めてのシュノーケリングということ

で.主に子 どもたちの動 きに気をつけるようにし

た｡子どもがグループから外れて迷子にならない

ように,または安心 させるために.常に声かけや合

図するなどして誘導を行ったO今回,チビもたちに

は2人 1桃でバディーを糾んで もらっているが.

す ぐに列が乱れる傾向があった.スタッフ側が｢自

分のバデ ィーいるか確認 して !｣とか｢バディーと

一一･緒に並んで泳いで !｣.｢バディー粥いていかな

いで.ちょっと待ってあげよう!｣などと横極的に

声かけをすることでスムーズに進められるように

心がけたo

他のグループとぶつか らないように.自分のグ

ループの子どもの体力 も見ながらペース配分を考

えた｡途叶1で足をつっていないか.ちゃんと呼吸で

きているか.無理は していないだろうかという点

に気をつけた｡.

2.怖 さを感じた瞬間はどんな時だったか?

了･どもが魚やサンゴ樵などの海の生物に興奮を

示 し.スタッフの指示を聞き入れて くれなかった

時や体力切れで集中が欠けてしまった時が怖かっ

た.,見つけた魚を追いかけようとして列から外れ

た り.勝手に潜ろうとするなど予想外な動 きにハ

ラハラしたく一子どもが興部してテンションが上が

って しまった時.どのように落ち着かせるかも大

切だと思った｡また.私自身がレスキューチューブ

の扱いに慣れていなくて.ひもに絡 まったりした

ので持ち方の:l二大が必要だと気づいた(つ
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3.良かった点と反省すべき点

【良かった瓜】

千どもたちへの声かけや誘導は骨に大きな声で行

いJを志疎適を図れたことは良かった｡.今日は3(!](

パ トロール活動を行ったが.同数をこなしていく

促に慣れていき.どんどんスムーズに進められる

ようになったCまた.役測分担ができていた｡泳ぎ

に自信のない子には誰がつ くとか,iilJ'と後ろの確

認なども｣∵T'･くできていたと思う｡

【比'&すべき点】

最初の回ではノ､ン ドシグナルを忘れていたた

めあまり良い誘導ができなかったが.同 じグルー

プの仲FiJ]からア ドバイスしてもらって.その後の

IliIでは投荷でき上手くできるようになった.次回

のパ トロールでは.声かけだけではなくハンドシ

グナルでもコミュニケーションが とれるように心

がけようと思う｡

いつもとは違う場所へやって来て.少 し浮かれ

ているかなと反省したOけっして遊びに来ている

のではなく.:(･どもの命を鞘かっているわけだか

ら,水辺教育のスタッフの一員だという自覚を持

って自分自身の行動を引き締めるべ きだと感 じ

た:.

4明日のパ トロール活動へ向けての課題

今Llは,列が乱れて しまう部分 も見受けられた

ので.子どもたちにもっとバディーを意識させる

必要があると感じたOスタッフは今t二l以上に声か

けやお互いの位置確認をしつつ｣'gu力 しながらiIT･

動 していこうと思う｡また.ずっと同じ人が前担当

だと体力的にきついので.ポジションも変えてい

きながら進めていく方が良いだろう(I

体力のl川越 も大 きいが.後半でダラダラしてし

まう傾向があるので.lt-1･後まで気を引 き締めてキ

ビキビと行政するようにする｡明日に疲れを残さ

ないように今日はしっかりと休養をとるなどのI-ll

己管理も大切である｡

●その他 感じた点,気づいた点●

体力的にまだ大丈夫なのに｢疲れた～｣と言って

レスキューチューブに群がってくる子どもに対 し

て.そのまま掴まらせて楽をさせてしまった｡こん

な時.いざ,本ILt_J!)に溺れかけている了･にライフガー

ドを使おうとしても使えない｡無排をさせること

は絶対ダメ !だけれども.頑張って仁1分の力で泳

ぐように促すことは教育者として発紫であるO

自分が疲れている時こそ,もっと子どもに気を

配ることが大切だ,,I]分白身が泳ぎ疲れている時

は子どもの体力はもっと消耗 してお り.危険度は

増す｡その日のコンディションがどうなっている

のか確認しつつ.フォローしていくべきだろう.｡

初口だったので.探 りをいれつつ梯子をうかが

いながら-･とはいうものの.やはり全体的にナビ

もたちも私たちスタッフもダラダラしていたよう

に此I.える(,シュノーケルの時IE_I=よ各クラス決まっ

ているわけで,ダラダラするとその分.体験時川が

短くなってしまう｡だから子どもたちには早く準

備をさせるように声かけして促 して.もっと沖 純

の渦を満喫してほしいと思った｡

★今1-1の一言 ｢海はプールと過って波もあるし深

い｣

海は自然(,自然の中ではいつも予想外の事が起き

る｡プールは足もつくしサイドもあるが.海はだだ

っ広い米てしなく続 く空間であり.もちろん足も

つかなくて深い｡波があれば流される危険性もあ

る｡l=Il供をなめてはいけないO明日は.チビもたち

の動きだけでなく,自然の動きにも注意しよう !

2日目

●パ トロール活動について●

1.パ トロール中,特に気を使った点

列を意誠させるためにノヾ ディー制の安定を目

指した‖バディーで協力しながら動けているかに

気をつけた｡前日とコースが述っていたため,コー

スを比失わないように集中し.列の乱れをうまく

修正 しながら進めていった｡2日L;[ということも

あり.1･どもの体調にとても気をつけた｡海に入る

前に ｢揖不足ではないか｣｢朝ご飯ちゃんと食べた
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かどうか｣｢疲れていないか｣などを1人ずつ確認

してから活動を行った｡

も海の中を一生懸命に進むことが目的になってし

まっていたので,今日は海を楽 しんでもらえるよ

うな1二大をした:-,(｢ここに魚とかサンゴいるよ.こ,見

てごらん｡｣というふうな声かけ)千ども自ら ｢光

Ll:_.ここにサンゴあるよC,魚もいっぱいいる-r,｣と

近寄って来た｡rl･どもたちは昨Ilよりも一ri'目して.落

ち着いた感 じでゆったりと瓜やサ ンゴ弧 雅の青

さ.波の揺れを楽しんでいたO

2.怖 さを感じた瞬間はどんな時だったか?

いつも立ち｣l二まってマスクを外 したがる千がい

た.)最初.溺れているのではないかとヒヤヒヤ し

たCその子は泳ノ)にもあまり自倍がないらしく.○

○先生と2人がかりでサポー トした｡そのナだけ

グループからかなり離れて しまったため,臨機応

変にサ ンゴ礁のある所で しばらく動 きを｣しめて.

撫堺をさせないように海を楽 しませることを優先

した｡

今lコは潮がかなり引いて,とても浅瀬になって

いた｡私はサンゴ樵との接触で擦 り傷を作ってし

まったので.子 どもにケガをさせないように周 り

のサンゴ礁にも気をつけた｡｢ここにはサンゴ樵が

あるから.ぶつからないように.踏まないように進

んで !｣という声かけができたC

3.負かった点と反省すべき点

【良かった点】

:f･どもたちもr-J分たちも,だんだんや り)J●が分

かってきて.昨日よりもスムーズに進めることが

できた.ミーティングを蹄まえ.お互いのポジショ

ンを確認 し合い.交代 しながら役割分担が しっか

りできていたと.Lil.うO子どもたちへの準備 ･片付

けなどテキパキするように促す声かけができた=

了･どもたちもスタッフの指示をl''Hいてくれた｡

【反省すべき点】

泳ぎ方に気をつけなけjいざならない ｡IyJlの体

ノJに余裕が軽 くなって くると.疲れて しまって立

ち泳ぎになり.砂を巻き上げてしまうo泳ぐIl寺はな

るべ く横泳ぎで泳がなければならないと感じた｡

●明日のパ トロール活動へ向けての課題●

最終l二lなので,本当に心から楽 しんでもらえる

ようなシュノーケリングを目指す 【子どもたちと

の会話やボデ ィ･トークも:JTi:安であるG ･ナビもた

ちの体力 も心配であるため.最後まで丸を抜かず

にチームワークを意識して運営を行う｡これまで

のパ トロールで言えることは.海の潮というもの

はいつも同じ状態ではないことに注意しなければ

ならないことだ,⊃海に入る時には.海の状態がどう

であるか確認をする必要があるだろう｡

3日目

●自信となった点●

プールで練習 している時は,シュノーケルの扱

いにてこず り.本当に海という大自然の中上手 く

泳げるのか不安で,さらには子どもの命を守ると

いう重大な役州を果たせる自信がなかった｡ しか

しi-t･柴田岬での海洋研修を機に泳ぐコツをつか

み,本番の渡嘉敷島実習では明確な目標を持って

fiTl一助することができた｡子どもに対する声かけや

扱い方にも京をつけたので.コミュニケーション

ノJは向上 しているなと感じた｡教師になった時,授

業を教えるスキルももちろん重安ではあるが.最

も肝心なことは人と人との関わり方だと私は考え

ているので.今ll:11の実習でコミュニケーション能

力を高められたことは.とても大きなI･'-1倍となっ

た二

●自分に不足 していると感じた点●

ウオーターパ トロールの合間に行った.CPR

の実技ではやはり復習を繰 り返す必要があると思

ったO大学での講義でもCPRの実技を勉強した

が.完壁にできず感覚を忘れてしまっている部分

があり滋弟 していないことに気づいた｡幸い.ウオ

ーターパ トロールrflにCPRが必要な場面に遭遇

することはなかったが,いざ.それが必安になった

l札完壁にこなせるか不安になった.,水は私たちの

身近にあ り.いつ危険なことに巻 き込まれるか分

からない.ニそんな時.いかに功気を出して縮 瞳する

かが重要だということを強く感じた.｡

★課題 2★ 今回のような教育実践で,自分だっ

たらどうやって指導するか?

今臥 バデ イシステムは朔女のペアで組まれて

お り.お.fl'.いが協力することで友情 も深まったと

考えられ.とても良かったと思う｡ただ.中 には泳力

の差などが大きいペアも見受けられ.難 しい場合

もあったためノ〈デイを組むのは子ども一人ひと

りの泳力も考臆 した万が良いかと思われる｡回っ
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たコースについては.当日の潮の関係で浅瀬にな

って しまったせいでもあるが.ちょっと範囲が狭

すぎたのではと思う｡もう少し沖側を泳いだら.泥

水の透flJ日生も増 しただろうし.魚 ももつとた くさ

ん見られたかもしれないll(:(･どもに｢先生.水が濁

っていて魚が全然見えないよ｡｣と言われてしまっ

た.?.)また.初口にハン ドシグナルの菰焚きを感 じ

させることがあったので.時間に余柄があれば,千
どもたちと-･緒にハンドシグナルの確認をしてみ

たかった._,ハンドシグナルがちゃんとしていれば.

ナビもたちをもっと安心 させることができたであ

ろうoOO さんのように一,肯にハキハキと言葉を発

し,子 どもたちをリー ドしてい く方法はとて も轍

もしく感 じるので見習おうと思う｡

●感想●
今回の2泊3日のウオーターパ トロール実習に

おいて,渡･jj,1fr敷島の美 しい自然の中で さまざまな

ものを得たO水辺活動における楽 しさのIll.自然や

人との関わ lJを学び,命の大切 さを実感すること

で一段 とたくましく成長できたことだろう｡ 水辺

でのライフスキルセービングや救命スキル,リス

クマネジメン トなど.今後ffiきてい くうえで役立

つ分野を学べたということに感謝 したい｡実践を

することで.知識だけでは何の役にも.■､‡たず.技術

と行動力がついてはじめてリスクを削減できると

いうことが分かった｡

この実'lJIl'を通 して,みんなで協力 して目的を達

成することの韮崎らしさや仲間がいることのあり

がたさを強 く感 じた｡安全は 1人では作ることは

できない｡安全を作るためには仲間が必要であり.

その仲RIJとのチームワークも大切だ,,普段から家

族のように付 き合ってきた生涯健康と体育科とい

うチームだからこそお:lt-.いを信頼 し合うことがで

-,=Tf訂茄謀mささや.一･-1...+̀l

･'!

ミーティングの様子

き.コミュニケーションが とれて.向上 し合えたと

思う｡渡嘉敷島の軸は美 しかった !魚がいっぱい

いた =rEIJ'.･ガメにも会えた !子どもたちともふれ合

えた !みんなで食べたご飯は格別美味かった !私

は,こんな短い期問でた くさんの感動を見つけたo

いつまで もこの感動を忘jtずに,日々頑張ってい

きたいo

研修生 HT レポー ト

★課越1★ウオーターパ トロール活動について

のまとめ

1日目

1,パ トロール中,特に何に気を使いましたか?

実施に入る前に.約1に子供の呼吸を確保する

こととi~討っれたのでノiトロールIllはシュノーケ

ルのホースがちゃんと軸面にt'lJlているかを随時碓

認していましたOまた,浮いているだけの子供は破

れて休んでいるだけなのか どうかなど,子供の様

子にも気を配るように し,特に泳げない子供には

常に･i_:i:.恵を払うようにしました0

2,怖 さを感 じた瞬間はありましたか?それはど

んな時ですか?

泳ぎなが らずっと咳をしている女の子がいて,

レスキューチューブを差 し出 してつかまらせ.少

し休んで落ち着いたと思ったらすぐに 1人で泳ぎ

だしたと思ったらまた咳をして苦 しそうにするの

で.水を飲んで溺れそうになったらとドキ ドキ し

ました｡

3,良かったと思える点,反省 しなければならない

点は?

Jl人編成のチームパ トロールで.みんなで声を掛

け合いながら児童の泳ぎをうまく調整できたのが

渡嘉敷島
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よかったと思っていますO

見す ぎて,前の丁にぶつかった り.列か らはぐれた

りするので,そこら-んの まとめ方 をうまくや り

たいと思いました｡

●明日のパ トロール活動へ向けての課題

今日の反省を活か して.児:lj'!':の配列をうまく工

夫していきたいです.= 泳げる丁･はどんどん先に行

って列に間をあけて しまうし,苦手な子は遅れて

しまうのでうまく調整 していきたいですo

また.入水前に子供たちの体調のチェックや,何か

あった時にパ トロールを呼ぶよう声かけをした

り王l分速が隊列をつ くってから入水するよう心

がけていきたいと,ILl.います｡

●その他感 じたこと,気付いたこと等

紬はプールと違って波 も深 さも広 さもあるの

で.プールの時のパ トロール以上に子供たちの梯

子 をしっか り把似する必安があるなと感 じまし

た｡

2日目

1,パ トロール中,特に何に気を使いましたか?

2rIRということもあって,1日目の興和等で寝

れなかった り.舷れが取れていない児童がいると

思い.必ず体調不良の確認 をとってから入水する

ようにしていました｡

また,昨口と同 じように呼吸の確保が しっか り

できているかの確認や.人数確認などは常時行い,

ペース配分やパテ ィとの連携をしっか りするよう

心がけました｡.

2,怖 さを感 じた瞬間はありましたか ?それはど

んな時ですか?

潮が引いて浅 くなっていたので.児盤がサ ンゴ

にぶつか りそ うになった時にはひやっとしまし

た｡

また,体調不良の子が咳を して水を飲んで しまっ

た時 もあ り.子供の様子 を十分に見ていて良かっ

たと感 じました｡

3,良かったと思える点,反省 しなければならない

点は?

昨日の課題 となっていた.入水時の隊列や児童

への声かけなどが しっか りと出来ていたことと.

昨 日とコースが変わったので,その時に児邦がサ

ンゴに接触 しないように臨機応変に対応できてい

たことです.｡

日分自身の反省 としては,途中でフィンが取れ

て しまい隊列 を乱 して しまったので,明日は気を

つけたいとJAJ.います｡

●明日のパ トロール活動へ向けての課題

最終 日なので.Lii･後まで気 を抜かずにしっか りと

氾帝の観察をし.気を配ることを意識 したいですこ､

パ トロ-ルLIiのlllにサンゴに接触 してけがをして

しまった人もいるので.妃瀬がそうならないよう

に注意を払いたいと思いますO

そ して最終 日だか らこそ.児童 と積極的にコ ミュ

ニケーションをとり.渡嘉敷の海を満喫 させたい

と思っています｡

●その他,感 じたこと.気付いたこと等

マスクに水が入ってからか.頻繁に外そうとす

る児童がいるらしいので,そこにも注意を払いた

いと思います(,

●前日の課題は達成できましたか?

達成できました !I

31川日のウオーターパ トロール実習を終えて

●自信 となった点は?

･同園の状況を把握 し.それに応 じて対応するこ

とがtlLrl来た｡

･パ トロールチームとのコミュニケーションを穐

椀的に回ることで児 童の安全により注意をはら

いた｡

･児童 とのコミュニケーションもとることが川 来

た｡

●自分に不足 していると感 じた点は?

児童を叱ること.はめることの技術が まだまだだ

なと感 じました｡海はいぼ刷違えると命に関わる

ので.危ない と感 じたら厳 しく注意をする必要が

あると思いました｡

●その他,感想

子供たちの安全を確保するよう心がけなが ら

ら.自分 自身も渡嘉敷の海を満喫することが出来

てすごく充来 した 3日刷になりましたOまた.海で

の救助法についても新 しいことを学ばせてもらえ

て勉強になることが多かったですO

今回の実習で.学科のメンバーだけでなく,体育

科やその院!-七,教員の方々とも交流を深めること

ができたので今後の活動でも一致l祁 il,:して取 り糾

-Ilo-



むことが 出来るようになったんじゃないかなと感

じていますCとてもいい実習なので.来･1fiもぜひ行

ってほしいです｡

★課題 2★ 今回のような教育実践で,自分だっ

たらどうやって指導するか?

私がもしそのような立場になった時には,途中

からサンゴや魚に見倒れて飽きてしまっている児

轟が多かったので.毎日コースを変えて児童を楽

しませてあげたいです｡自分自身が沖のほうへ出

て泳いだときはすごく楽 しかったので.妃兜にも

あのような感動を昧あわせてあげるために.少 し

だけ沖のほうにも連れて行ってあげたいと思いま

+O

その際にはノヤデイ1組に対 し1つのレスキュ

ーチューブを配布 したり,泳ぎに自信のない子に

はレスキューチューブを浮き輪状にして持たせる

などして.今回以上に安全に気を配 りたいです｡そ

して.あまり長い距離を泳 ぐのは難 しいので,今回

のように何周か回るのではなく,1往復のみで行い

たいと思います｡またノヾ トロール1チームに対し

て 1つはボー ドを使った i'),ロープの位樫を工夫

したりするなど周囲の環境にも手を加Ⅰえたら実現

可能なのではないかと考えています

4 おわりに

大学教育の中でライフセービング教育が熱望さ

れ.叫故IyHL生命尊厳を普及していく社会貢献活

動が大いに期待 されているC本プロジェク トは.

｢梅を活かした教育｣をJft=:進するうえで必安となる

人材を育成するため.海の知識,海辺での救肋技術.

救命技術.ライフセービングスキルなどの知識 と

実践'jJを拭めてきた｡参加 した学生らの振 り返り

から.｢児童の命を預かる背任の重さ｣.｢児童の思

わぬ行動や個-の配慮｣,｢児童との関係の深まり｣.
｢ライフセービングのiJ/.門的知識の大切さ｣等々の

気づ きが述べ られている.さらに,今回の実践を踏

まえた形で,自分が海での教育実践を行う場合は

どうするのかということに対 して一歩進んだ洞察

力とlltil_fiJ'力を提示するノJが養われているOよりよ

い実践は.専門的知誠に塊付けられた省察的実践

により指導者としての資質がlllJ上すると考えられ

今IIJlのプロジェク トの課題は達成されたと考え

る｡また,学生らはライフセーバーとしての効力感

がi':.'ほ ると同時に自分の泳力や体力のなさなど自

分の弱点に向き合うことも体験 している｡自己の

欠点や弱点を知ることは児 童牡徒の生命を預か

る体育教師,スポーツ指導者をめざす際の出発点

としても貴重な実践の機会を与えられたといえよ

う(,ライフセービングプログラムの開発と実践を

子~J'.って多くの成果を得たが,次年舵への課題とし

て以下の2点が糾明した｡

①実践 トレーニングプログラムの再検討が必要で

ある｡

②身体能力項目を含む評定基準を設け認定証を授

与する｡

①･については.｢息止め上｢泳ぐ｣をはじめ泳力強

化を図りながらライフセーバーとしての身体能力

(九 スピー ド.敏捷性.柔軟性.持久性)を高めるプロ

グラムを検討したい｡

②については,(Dの客観的指標を得ると共にモテ

ィベーションを高めル都同時に日勤力感を与える

ために必要だと考えるC

鍛後に.今年度日本財団の助成を得て海洋教育

人材育成のためのプロジェクトを執行した｡何も

かもが初めてであ り.試行錯誤が多かったが幸い

附属小学校教職員との連携 もスムーズに行われ.

学校行事｢かかやけ !自然体験学習｣のシュノーケ

リングプログラムを安全に実施できたことに感謝

したい｡海洋同家である日本.島喚環境の沖縄県に

おいて海の危険を十分理解 しつつマリンスポーツ

を楽しめる人材を育成する指導者並戊を大学教育

で行うことは時代的安請でもある.｡今回の成果と

課超を踏まえて次牛皮に生かしていきたい｡
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